






要約: 

東京医科歯科大学産婦人科における過去 25 年間の多胎統計及び長崎大学医学部産婦人科

における最近5ケ月間のHMG-HCG排卵誘発成績より,誘発剤による妊娠で多胎の発生が最近

10 年間僅かに増加の傾向にあることが示された。特に HMG・HCG加療は 25％程度の多胎発

生がおこる。これの予防として超音波診断を尿中 E迅速微量半定量法の組み合わせで,卵胞

成熟過程をモニターする方法を開発した。これにより単一卵胞破裂に導く措置がみ出され

る可能性が示された。 


